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【
研
究
ノ
ー
ト
】

「
役
者
見
立
東
海
道
」
研
究

【
要
旨
］

東
海
道
を
題
材
と
す
る
錦
絵
は
初
代
歌
川
広
重
の
「
保
永
堂
版
五
十
三
次
」

以
降
、
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
歌
川
豊
国
（
三
代
）
に
よ
る
「
役
者
見
立
東
海

道
五
十
三
騨
』
は
歌
舞
伎
役
者
の
似
顔
絵
と
東
海
道
の
沿
道
の
風
景
を
一
図
に

組
み
合
わ
せ
た
揃
物
で
あ
る
。
こ
の
揃
物
は
現
在
ま
で
に
宿
駅
の
数
を
は
る
か

に
超
え
る
一
三
○
点
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
宿
駅
以
外
の

場
所
も
多
く
含
ま
れ
る
。
本
稿
で
は
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
た
そ
の
作
品
群
の

情
報
を
紹
介
し
、
そ
の
人
気
ゆ
え
に
総
点
数
が
増
え
た
と
想
定
で
き
る
出
版
過

程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
東
海
道
浮
世
絵
出
版
名
所

桑

山

童

奈

東
海
道
の
風
景
を
題
材
と
し
た
浮
世
絵
は
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
一
宿
を
一
枚
に

描
く
構
図
の
揃
物
を
は
じ
め
、
張
交
絵
、
三
枚
続
、
双
六
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の

錦
絵
に
東
海
道
の
風
景
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
一
宿
一
図
と
し
た
シ
リ
ー
ズ
の

多
く
は
五
三
駅
に
始
点
の
日
本
橋
、
終
点
の
京
を
加
え
た
五
五
点
で
構
成
さ
れ
る
。

し
か
し
、
な
か
に
は
当
時
人
気
が
で
な
か
っ
た
の
か
、
京
ま
で
た
ど
り
着
か
ず
中
断

し
、
途
中
ま
で
し
か
作
品
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
反
対
に
宿
駅

で
は
な
い
場
所
も
取
り
上
げ
て
五
五
を
超
え
る
点
数
と
な
っ
て
い
る
揃
物
も
あ
る
。

点
数
の
多
い
東
海
道
の
揃
物
に
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
十
六
人
の
絵
師
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
一
六
○
点
を
超
え
る
「
御
上
洛
東
海
道
」
或
い
は
、
「
合
作
東
海

道
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
東
海
道
名
所
風
景
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
同
様
に
点
数
の
多

い
揃
物
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
出

版
さ
れ
た
三
代
歌
川
豊
国
「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
騨
』
（
以
下
、
本
稿
で
は

「
役
者
見
立
東
海
道
」
と
呼
ぶ
。
）
が
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
こ
の
二
つ
が
際
立
っ

て
多
く
の
地
点
を
取
り
上
げ
た
東
海
道
の
揃
物
で
あ
る
。
五
五
以
上
の
点
数
か
ら
構

成
さ
れ
た
こ
れ
ら
二
つ
の
揃
物
に
は
、
宿
駅
以
外
の
場
所
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
場
所
の
選
択
は
、
当
時
の
東
海
道
沿
道
の
名
所
の
受
容
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
揃
物
の
テ
ー
マ
で
あ
る
将
軍
の
上
洛
や
歌
舞
伎
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
取
り
上
げ

た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
「
役
者
見
立
東
海
道
』
の
作
品
を
確
認
し
、
全
体
を
概
観
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

は

じ

め

に
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嘉
永
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
三
代
歌
川
豊
国
（
天
明
六
年
．

一
七
八
六
～
元
治
元
年
・
一
八
六
四
）
筆
「
役
者
見
立
東
海
道
」
は
竪
大
判
の
シ

リ
ー
ズ
で
、
現
在
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
一
三
九
点
と
目
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
歌
舞
伎
役
者
の
半
身
像
を
大
き
く
描
き
、
画
面
の
中
ほ
ど
を
雲

形
で
区
切
り
、
上
部
に
背
景
と
し
て
風
景
を
描
く
。
上
部
に
あ
る
長
方
形
の
題
菱
に

は
地
名
と
役
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
周
縁
は
そ
の
役
柄
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も

の
や
植
物
な
ど
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
天
保
の
改
革
後
の
時
期
ら
し
く
画
面
に
は
役
者

の
名
前
は
記
さ
れ
な
い
が
、
役
者
名
の
札
を
付
し
た
も
の
も
実
見
し
た
。
後
述
す
る

が
、
こ
の
長
方
形
の
色
や
記
さ
れ
た
外
題
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
こ
の
揃
物
は
い
く
つ

か
の
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

役
者
の
姿
は
白
髪
の
頭
部
に
空
摺
り
が
施
さ
れ
た
り
（
「
神
奈
川
騨
渡
守
頓
兵

衛
」
図
５
ほ
か
）
、
衣
裳
に
正
面
摺
（
「
戸
塚
騨
早
野
勘
平
」
図
皿
ほ
か
）
や
布
目

摺
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
摺
も
凝
っ
て
い
る
。
彫
摺
に
関
し
て
、
彫
師
〃
彫
巳
の
〃

が
手
が
け
た
「
白
須
賀
猫
塚
」
の
表
現
に
つ
い
て
「
（
略
）
あ
の
猫
婆
の
長
い
髪

の
毛
が
、
ち
や
ん
と
毛
筋
が
通
り
、
本
は
こ
ま
か
で
末
広
が
り
、
し
か
も
フ
ワ
リ
と

し
て
一
本
も
乱
れ
て
居
な
い
手
際
、
あ
の
百
枚
余
り
の
続
き
絵
の
中
、
第
一
等
の
出

来
で
、
当
時
大
に
評
判
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
」
と
石
井
研
堂
著
の
「
錦
絵
の
彫
と

（

１

）

（

２

）

摺
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
が
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
国
会
図
書
館

蔵
の
も
の
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
な
技
法
が
施
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
う
す
い

色
の
黒
目
の
中
で
、
瞳
が
黒
々
と
盛
り
上
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
な
か
に

｜
、
『
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
騨
」

こ
の
作
品
は
、
出
版
さ
れ
た
当
時
に
大
変
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
言
説
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
リ
ッ
カ
ー
美
術
館
で
行
わ

（

３

）

れ
た
展
覧
会
時
に
刊
行
さ
れ
た
小
冊
子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
以
下
に
紹

介
し
た
い
。

斎
藤
月
岑
の
「
武
江
年
表
』
の
嘉
永
五
年
の
項
に
「
豊
国
が
筆
に
て
、
天
明
の
頃

は
、
白
目
の
部
分
に
膠
を
用
い
た
の
か
光
沢
を
見
せ
る
も
の
さ
え
確
認
で
き
た
。
こ

の
よ
う
な
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
似
顔
絵
は
、
当
時
の
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
大
い

に
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
背
景
に
描
か
れ

た
風
景
は
輪
郭
線
が
太
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
初
代
歌
川
広
重
の
「
保
永
堂
版

五
十
三
次
」
シ
リ
ー
ズ
の
図
柄
を
あ
き
ら
か
に
借
用
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
作
品

も
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
そ
の
一
部
で
あ
る
五
五
点
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
目
録
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
役
者
見
立
五
十
三
騨
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
各
宿
駅
の
名
前
、
役

柄
、
歌
舞
伎
役
者
の
名
前
が
宿
駅
ご
と
に
記
さ
れ
る
。
役
者
の
名
前
の
前
に
は
「
故

人
」
あ
る
い
は
「
古
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
当
時
の
人
気
役
者
だ
け

で
は
な
く
、
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
か
っ
て
の
人
気
役
者
を
も
取
り
上
げ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
五
五
点
の
中
に
は
、
八
代
目
市
川
團
十
郎
（
文
政
六
年
．

一
八
二
三
～
嘉
永
七
年
．
一
八
五
四
）
ほ
か
、
何
回
も
描
か
れ
て
い
る
役
者
が
複
数

い
る
○

二
、
「
役
者
見
立
東
海
道
」
に
関
す
る
言
及
と
そ
の
点
数

－42－



（

４

）

よ
り
文
化
頃
ま
で
の
八
俳
優
似
顔
絵
Ｖ
を
梓
行
せ
し
む
。
」
と
あ
る
。
こ
の
年
、
三

代
豐
国
は
「
役
者
見
立
東
海
道
」
と
同
様
に
「
木
曽
六
十
九
騨
」
「
俳
優
見
立

三
十
六
花
撰
」
ほ
か
歌
舞
伎
役
者
の
大
首
絵
を
描
く
シ
リ
ー
ズ
を
残
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
言
及
は
一
連
の
作
品
群
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん

「
役
者
見
立
東
海
道
』
を
含
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
歌
川
派
の
浮
世
絵
師
た
ち
に
関
す
る
逸
話
を
伝
え
る
飯
島
虚
心
に
よ
る

「
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
」
の
「
三
世
豊
国
伝
」
に
は
「
こ
こ
に
於
き
て
豐
国
、
俳
優

似
貌
に
見
立
た
る
東
海
道
五
十
三
次
の
錦
絵
を
、
か
き
出
だ
せ
し
が
大
に
世
に
行
わ

る
。
か
の
岡
崎
駅
中
村
歌
右
衛
門
の
見
立
政
右
衛
門
の
如
き
は
、
来
づ
七
千
枚
を
す

り
た
て
た
り
と
ぞ
。
板
本
伊
勢
兼
は
こ
れ
を
祝
し
て
、
豊
国
お
よ
び
画
工
等
を
招

き
、
盛
な
る
祝
筵
を
開
き
た
り
。
此
の
如
く
売
れ
た
る
錦
絵
は
、
古
来
未
だ
聞
か
ざ

る
所
な
り
。
よ
く
売
れ
た
り
と
て
大
抵
三
四
千
枚
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な
り
（
守
川
周

（

５

）

重
氏
の
話
）
・
」
と
、
そ
の
人
気
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
高
橋
誠
一
郎
氏
は
「
彼
れ
の
〈
五
十
三
次
役
者
大
首
〉
の
如
き
は
版
元
の

（

６

）

店
先
き
に
高
張
提
燈
を
立
て
薗
寶
出
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の

「
五
十
三
次
役
者
大
首
」
と
は
、
「
役
者
見
立
東
海
道
」
を
示
す
と
推
測
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
の
年
、
も
う
一
種
、
役
者
の
似
顔
絵
と
東
海
道
の
組
合
せ
が
出
版
さ
れ
た

が
、
中
判
の
大
き
さ
で
あ
る
た
め
、
こ
の
「
役
者
見
立
東
海
道
」
ほ
ど
の
印
象
を
与

（

７

）

え
た
と
思
わ
な
い
。
高
橋
氏
は
こ
の
逸
話
の
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
が
、

え
た
と
思
わ
な
い
。
高
橋
氏
は
こ
の
逸
話
の
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
《

や
は
り
人
気
の
ほ
ど
を
示
す
逸
話
が
残
っ
て
い
た
証
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。

ま
た
、
そ
れ
ら
に
記
さ
れ
る
総
点
数
は
筆
者
に
よ
り
見
解
が
異
な
り
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
の
全
貌
が
未
だ
詳
し
く
把
握
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

（

８

）

揃
物
の
点
数
に
つ
い
て
、
新
藤
茂
氏
は
現
在
一
三
九
点
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
見
解
が
一
番
多
い
点
数
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
も
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て

調
査
し
た
結
果
、
実
見
し
え
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
目
録
ほ
か
一
三
九
点
を
数

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
か
鈴
木
重
三
氏
は
初
代
歌
川
広
重
の
保
永
堂
版
五
十
三
次

の
影
響
を
受
け
た
作
品
と
し
て
こ
の
「
役
者
見
立
東
海
道
」
を
取
り
上
げ
、
現
在

一
二
九
点
確
認
さ
れ
る
と
す
る
が
、
「
詳
細
未
調
査
だ
が
相
当
数
に
な
る
。
」
と
そ
の

（

９

）

数
以
上
の
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
前
掲
註
三
リ
ッ
カ
ー
美
術
館

「
三
代
豊
国
に
よ
る
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
に
は
目
録
を
含
め
、
一
二
九
点

の
リ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
る
。
長
田
幸
徳
氏
が
作
成
さ
れ
た
三
代
豐
国
の
作
品
目
録

（

岨

）

「
三
代
豊
国
作
品
目
録
錦
絵
編
」
は
版
元
別
に
作
品
が
整
理
さ
れ
て
い
る
が
一
三
七

点
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
が
点
数
に
関
す
る
見
解
で
あ
る
が
、
新
藤
氏
が
指
摘

す
る
最
大
と
推
定
さ
れ
る
点
数
を
所
蔵
し
て
い
る
機
関
は
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
か

（

ｕ

）

ら
な
か
っ
た
。
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
東
京
都
立

中
央
図
書
館
な
ど
が
多
数
を
所
蔵
し
て
い
る
。

各
所
蔵
機
関
に
現
存
す
る
作
品
を
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
必
ず
含
ま
れ
る
も
の
、
比

較
的
含
ま
れ
る
も
の
、
な
か
な
か
存
在
を
確
認
で
き
な
い
も
の
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
点
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
総
点
数
の
把
握

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
前
述
の
よ
う
に
間
の
宿
を
取
り
上
げ
た
も
の
も
含
め
て
、
目

録
に
記
さ
れ
た
以
上
に
多
く
の
作
品
が
あ
る
た
め
か
、
既
に
成
立
時
期
等
に
よ
り
グ

ル
ー
プ
分
け
を
し
て
考
え
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
註
三
に
あ
げ
た
リ
ッ
カ
ー
美
術
館
の
小
冊
子
で
は
、
目
録
に
記
載
の
あ
る
も

の
、
外
題
が
「
東
海
道
」
に
各
宿
駅
間
の
地
名
と
役
名
で
あ
る
も
の
、
外
題
が
「
東

海
道
五
十
三
次
之
内
」
に
宿
駅
名
あ
る
い
は
各
宿
場
の
地
名
で
あ
る
も
の
、
と
い
う

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
版
元
別
に
改
印
の
月

に
よ
っ
て
出
版
順
序
を
整
理
し
た
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

新
藤
茂
氏
は
前
掲
註
七
の
「
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
所
蔵
浮
世
絵
名
品
展
」

図
録
に
お
い
て
、
出
版
は
大
き
く
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
第
一
期
は
最
初
に
出
た
五
五
点
、
第
二
期
は
同
じ
宿
駅
で
第
一
期
と
組
物

に
な
る
よ
う
に
背
景
の
景
色
が
つ
な
が
る
も
の
が
多
い
も
の
、
第
三
期
は
間
の
宿
シ

リ
ー
ズ
と
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
筆
者
の
考
え
は
基
本
的
に
リ
ッ
カ
ー
美
術
館
の
も
の
と
同
じ
で
あ

る
が
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
を
二
つ
に
分
け
た
分
類
を
行
っ
て
み
る
。

こ
の
揃
物
の
外
題
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ
る
。
一
つ
は
赤
い
長
方
形
に
「
東
海
道

（

Ｅ

）

五
十
三
次
之
内
」
と
記
し
、
宿
駅
の
名
前
と
役
名
が
記
さ
れ
る
も
の
、
同
様
に
「
東

海
道
五
十
三
次
之
内
」
と
し
「
○
○
駅
○
○
駅
の
間
地
名
役
名
」
と
記
さ
れ
る

も
の
、
そ
し
て
、
三
色
（
紙
の
地
の
色
を
含
む
）
の
長
方
形
に
「
東
海
道
」
と
記

し
、
「
○
○
駅
○
○
駅
の
間
地
名
、
役
名
」
の
順
番
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

｜
｜
｜
、
そ
の
成
立

グ
ル
ー
プ
ニ
（
別
）

外

題

東

海

道

五

十

三

次

之

内

宿

駅

宿

駅

間

グ
ル
ー
プ
一
’
二
（
”
）

外
題
東
海
道
五
十
三
次
之
内
宿
駅
名
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の

改

印

子

八

子

九

子

十

丑

正

版
元
辻
岡
屋
文
助
・
住
吉
屋
政
五
郎
・
伊
勢
屋
兼
吉
・
井
筒
屋
庄
吉
・
蔦
屋
吉
蔵

彫
師
彫
竹
・
彫
巳
の

摺

師

大

久

グ
ル
ー
プ
一
’
一
（
弱
）

外
題
東
海
道
五
十
三
次
之
内
宿
駅
名
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

改
印
子
閏
、
子
三
、
子
四
、
子
五
、
子
六

版
元
辻
岡
屋
文
助
・
住
吉
屋
政
五
郎
・
伊
勢
屋
兼
吉
・
井
筒
屋
庄
吉

彫
師
彫
竹
（
彫
工
竹
次
郎
）
・
彫
巳
の

摺

師

大

久

一
は
さ
ら
に
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
（
一
’
一
）
と
、
い
な
い
も
の
（
一

’
二
）
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
改
印
、
版
元
、
彫
師
を
以
下
の
通

り
分
類
し
て
み
た
。
ま
た
、
現
在
判
明
し
て
い
る
こ
の
揃
物
の
一
覧
が
表
一
で
あ

る
。
ま
た
、
「
六
合
渡
シ
」
か
ら
「
箱
根
其
二
」
ま
で
の
現
在
の
神
奈
川
県
域
に

あ
た
る
場
所
の
作
品
を
写
真
で
紹
介
す
る
。
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改
印

版
元

彫
師

摺
師

グ
ル
ー
プ
三
（
訂
）

外

題

東

海

道

宿

駅

宿

駅

間

改

印

子

八

子

九

子

十

子

十

一

子

十

二

丑

二

（

昭

）

版
元
高
田
屋
竹
蔵
か
？
・
玉
屋
惣
助
・
上
総
屋
岩
蔵
（
岩
吉
）
・
清
水
屋
直
次

郎

・

住

吉

屋

政

五

郎

彫
師
彫
多
吉
・
彫
千
之
助

こ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
性
格
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

作
品
群
（
グ
ル
ー
プ
一
’
一
）
の
出
版
が
終
了
し
て
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
グ
ル
ー
プ

の
出
版
が
始
ま
っ
た
、
と
い
う
見
解
は
リ
ッ
カ
ー
美
術
館
、
新
藤
氏
と
も
に
共
通
す

る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
グ
ル
ー
プ
一
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
年
）
の
閏
二
月

か
ら
出
版
が
は
じ
ま
り
六
月
に
終
了
し
て
い
る
。
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
一
’
二
、
グ

ル
ー
プ
三
は
八
月
の
、
グ
ル
ー
プ
ニ
は
九
月
の
改
印
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
グ

ル
ー
プ
一
’
一
は
、
五
十
三
の
宿
駅
に
日
本
橋
、
京
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
十
分
に
東
海
道
の
揃
物
と
し
て
成
り
立
つ
の

で
あ
る
。

版

元

、 子

九

子

十

子

十

一

辻
岡
屋
文
助
・
住
吉
屋
政
五
郎
・
井
筒
屋
庄
吉
・
蔦
屋
吉
蔵
・
文
正
堂

彫
竹
・
彫
巳
の
．
彫
千
之
助
・
彫
工
上
安

大
久彫

師
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
版
元
に
つ

い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
三
だ
け
が
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
と
異
な
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
一

’
一
、
一
’
二
、
グ
ル
ー
プ
ニ
の
版
元
は
辻
岡
屋
文
助
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋

庄
吉
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
一
に
は
伊
勢
屋
兼
吉
、
一
’
二
は
さ
ら
に
蔦
屋
吉
蔵
、
グ

ル
ー
プ
ニ
に
は
蔦
屋
吉
蔵
と
文
正
堂
（
小
林
泰
次
郎
）
が
加
わ
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
グ
ル
ー
プ
三
の
版
元
は
住
吉
屋
政
五
郎
以
外
は
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
と
は
共
通
し

な
い
。
ま
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
彫
師
は
多
吉
と
千
之
助
で
あ
り
、
千
之
助
は
グ
ル
ー

プ
ニ
に
も
名
が
見
ら
れ
る
が
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
共
通
す
る
彫
竹
、
彫
巳
の
は
手

が
け
て
い
な
い
。

外
題
を
記
す
題
菱
は
、
グ
ル
ー
プ
三
は
基
本
的
に
三
色
で
あ
り
、
ほ
か
の
グ
ル
ー

（

Ｍ

）

プ
は
赤
一
色
で
あ
る
。
題
菱
の
周
囲
に
描
か
れ
た
飾
り
は
、
グ
ル
ー
プ
一
と
二
で
は

「
小
田
原
飯
沼
勝
五
郎
」
（
図
認
）
の
勝
五
郎
の
乗
る
台
車
や
「
川
崎
駅
白
井
権

八
」
（
図
２
）
の
梨
の
よ
う
に
、
役
柄
や
土
地
に
関
連
す
る
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
一
方
、
グ
ル
ー
プ
三
で
は
基
本
的
に
単
純
な
飾
り
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
三
は
こ
の
揃
物
の
な
か
で
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
と
は
異

質
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
間
の
宿
ば
か
り
で
宿
駅
そ
の
も
の
を
取
り

上
げ
て
は
い
な
い
た
め
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
み
で
一
つ
の
揃
物
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
あ
く
ま
で
も
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
こ
そ
存
在
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
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前
述
の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
一
’
二
と
グ
ル
ー
プ
ニ
は
基
本
的
に
改
印
の
時
期
や

版
元
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
区
別
し
た
の
は
役
柄
の
選
択
は
基
本
的
に

こ
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
筆
者
は
似
顔
絵
の
役
者
名
お
よ
び
役
名
の
出
典
の
詳
細
な
研
究
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
そ
の
根
拠
を
指
摘
し
て

み
た
い
。

最
初
に
出
版
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
一
’
一
は
複
数
の
宿
駅
に
ま
た
が
っ
て
一
つ
の
物

語
か
ら
登
場
人
物
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
一
’
二
は
す
べ
て
の
宿

駅
に
つ
い
て
出
版
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
宿
駅
で
同
じ
物
語
の
登
場

人
物
を
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
例
え
ば
「
箱
根
初
花
」
（
図
”
）
「
箱
根
騨
其
二
下

部
筆
助
」
（
図
調
）
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
一
’
一
の
も
の
と
二
枚
並
べ
る
と
背
景
に

描
か
れ
た
滝
が
つ
な
が
り
、
一
枚
ず
つ
見
る
以
上
に
背
景
表
現
に
効
果
を
生
む
組
み

合
わ
せ
と
な
る
も
の
も
あ
る
。

グ

ル

ー

プ

ニ

は

「

土

山

水

口

間

松

ノ

尾

松

王

丸

」

「

水

口

石

部

間

梅

の
木
村
梅
王
」
「
石
部
草
津
間
八
重
里
桜
丸
」
と
間
の
宿
の
連
続
で
一
つ

の
演
目
（
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
）
か
ら
取
り
上
げ
る
等
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

さ
れ
る
前
後
の
場
所
よ
り
も
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
つ
な
が
り
が
大
き
い
こ
と
を
示
す

組
合
せ
が
あ
る
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ニ
は
「
沼
津
原
間
井
出
の
里
」
以
降
、
「
石
薬
師
庄
野

間
御
殿
山
」
ま
で
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
戸
塚
と
藤
澤
の
間
、
小
田
原
と
箱
根
の

四
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
分
類
と
出
版
過
程

間
で
は
二
種
ず
つ
出
版
さ
れ
る
。
東
海
道
の
宿
駅
以
外
の
場
所
で
画
題
に
取
り
上
げ

や
す
い
場
所
と
は
、
そ
の
土
地
が
人
気
あ
る
歌
舞
伎
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
か
、
故

事
伝
説
が
知
ら
れ
て
い
る
か
等
に
左
右
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

グ
ル
ー
プ
三
も
、
同
様
に
特
に
他
グ
ル
ー
プ
の
前
後
の
場
所
と
強
い
関
連
を
見
せ

る
役
柄
の
選
択
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
例
外
的
に
現
在
の
神
奈
川
県

域
か
ら
静
岡
県
域
に
か
け
て
は
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
「
曽
我
物
語
」
の
登
場
人
物
を
取

り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
物
語
が
人
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
特
色
か
ら
、
こ
の
揃
物
が
グ
ル
ー
プ
一
，
一
の
人

気
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
似
顔
絵
と
す
る
役
柄
お
よ
び
役
者
を
選
ん
で
追
加
出
版

を
行
っ
た
様
子
が
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
。
三
代
豊
国
が
同
じ
嘉
永
五
年
に
同

じ
よ
う
に
役
者
の
似
顔
絵
を
描
い
た
「
木
曽
六
十
九
駅
」
は
始
点
、
終
点
に
目
録
を

加
え
七
一
点
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
「
遺
存
作
品
が
極
め
て
少
な
い
」
と
指
摘
さ
れ

（
巧
）て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
東
海
道
と
役
者
の
組
み
合
わ
せ
は
大
成
功
し
た
、
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
三
代
豊
国
「
役
者
見
立
東
海
道
」
に
つ
い
て
、
そ
の
数
と
出
版
過
程
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
記
し
た
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
役
者
の
同
定
や
役
柄
の

出
典
の
詳
細
な
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
前
述
の
グ
ル
ー
プ
分
け
な
ど
は
無
意
味
な
も

の
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
研
究
の
上
で
、
土
地
に
ま
つ
わ
る

五
、
お
わ
り
に
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故
事
伝
説
や
そ
れ
に
関
わ
る
歌
舞
伎
を
も
取
り
上
げ
た
、
他
の
東
海
道
を
題
材
と
し

た
揃
物
と
の
比
較
な
ど
を
行
い
、
風
景
に
加
え
ら
れ
る
視
覚
化
さ
れ
た
東
海
道
に
ま

つ
わ
る
も
の
ご
と
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

謝
辞本

稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
作
品
の
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
国
立
国
会
図

書
館
、
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
、
ま
た
閲
覧
に
加
え
、
作
品
の
写
真
を
御
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
（
以
上
敬
称
略
）
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
稿
は
平
成
十
四
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
文
部
省
科
学
研
究
費
「
浮
世
絵

版
画
と
名
所
に
関
す
る
研
究
ｌ
東
海
道
を
中
心
に
」
（
研
究
代
表
嶋
村
元
宏
）
の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

主一
三
口（

１
）
石
井
研
堂
「
錦
絵
の
彫
と
摺
」
芸
艸
堂
、
一
九
九
四
年
（
昭
和
四
年
初
版
の
昭
和

四
○
年
九
月
再
版
本
の
改
訂
復
刻
）
、
一
一
四
頁
。

（
２
）
こ
の
逸
話
の
存
在
に
つ
い
て
は
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
の
斎
藤
文
夫
館
長
に
ご

教

示

い

た

だ

い

た

。

（
３
）
「
三
代
豊
国
に
よ
る
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
平
木
浮
世
絵
財
団
・
リ
ッ

カ

ー

美

術

館

、

一

九

七

八

年

。

（
４
）
斎
藤
月
岑
著
金
子
光
晴
校
訂
「
増
訂
武
江
年
表
２
」
平
凡
社
、
一
九
六
八
／
九
五

年

、

一

三

二

頁

。

（
５
）
飯
島
虚
心
著
玉
林
晴
朗
校
訂
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
一
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三

（
５
）
飯
島
虚
心
著
玉
林
晴
朗
校
訂
「
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
」
中
央
八

年
（
一
九
四
一
年
畝
傍
書
房
刊
本
を
底
本
と
す
る
。
）
、
一
三
七
頁
。

（
６
）
高
橋
誠
一
郎
『
浮
世
絵
二
百
五
十
年
」
中
央
公
論
社
、
一
九
三
八
年
、
一
七
九
頁
。

（
７
）
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
資
料
課
編
「
国
立
劇
場
所
蔵
芝
居
版
画
等
図
録
Ⅸ
』
日
本

芸
術
文
化
振
興
会
、
一
九
九
六
年
、
六
四
～
九
○
頁
に
中
判
シ
リ
ー
ズ
の
図
版
が
掲

載

さ

れ

て

い

る

。

（
８
）
馬
頭
町
広
重
美
術
館
編
集
・
発
行
「
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
所
蔵
浮
世
絵
名

品
展
』
二
○
○
四
年
、
八
二
～
八
三
頁
。

（
９
）
鈴
木
重
三
「
広
重
〈
東
海
道
絵
〉
の
展
開
」
鈴
木
重
三
、
木
村
八
重
子
、
大
久
保

純
一
『
保
永
堂
版
広
重
東
海
道
五
拾
三
次
」
二
○
○
四
年
、
二
○
七
頁
。

（
岨
）
長
田
幸
徳
『
三
代
豐
国
作
品
目
録
錦
絵
篇
」
二
○
○
一
年
。

（
Ⅱ
）
「
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
レ
ポ
ー
ト
」
一
九
、
二
○
号
、
二
○
○
三
年
。

（
皿
）
「
十
」
は
「
拾
」
、
「
之
」
は
「
の
」
「
乃
」
な
ど
の
場
合
も
あ
る
。

（
喝
）
こ
の
版
元
印
に
つ
い
て
、
前
掲
註
一
○
「
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
レ
ポ
ー
ト
」

一
九
、
二
○
号
に
お
い
て
高
田
屋
竹
蔵
と
さ
れ
る
が
、
鈴
木
重
三
氏
に
よ
り
翻
刻
さ
れ

た
「
地
本
草
紙
問
屋
名
前
帳
」
「
日
本
版
画
美
術
全
集
別
巻
日
本
版
画
便
覧
」

（
講
談
社
、
一
九
六
二
年
、
六
五
～
七
二
頁
。
）
の
同
版
元
印
と
は
や
や
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
本
稿
で
は
疑
問
符
を
付
し
て
お
く
。

（
皿
）
現
在
、
グ
ル
ー
プ
三
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
赤
一
色
の
題
菱
の
も
の
を
確
認

し

て

い

る

。

「

東

海

道

大

津

京

間

薮

の

下

清

玄

」

と

「

東

海

道

吉

田

御

油
間
い
な
む
ら
孫
右
衛
門
」
。
な
ど
で
あ
る
が
「
い
な
む
ら
」
の
方
は
三
色
の
も
の

も
確
認
で
き
て
い
る
。
摺
に
よ
り
題
菱
の
色
づ
か
い
が
替
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る

が
、
本
稿
で
は
版
元
を
基
準
に
分
類
し
て
み
た
。

（
肥
）
鳥
居
秀
男
「
三
代
豊
国
〈
木
曽
六
十
九
駅
〉
に
つ
い
て
」
「
浮
世
絵
展
広
重
・

三
代
豊
国
ら
の
描
く
街
道
風
景
』
編
集
・
発
行
平
木
浮
世
絵
財
団
、
一
九
九
七

－47－



表
1

『
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
騨
』
一
覧
（
未
定
稿
）

分
類

資
料
名

目
録

l-l
東
海
道
五
十
三
次
の
内
日
本
橋
松
魚
責

1-2
東
海
道
五
十
三
次
之
内
日
本
橋
水
責

3
東
海
道
日
本
橋
品
川
間
高
輪
由
良
之
助

2
束
海
道
五
十
三
次
之
内
日
本
橋
品
川
の
間
高
輪
大
星
力
彌

1-1
東
海
道
五
十
三
次
の
内
品
川
騨
幡
随
院
長
兵
衛

3
束
海
道
品
川
川
嵜
間
大
森
お
こ
満

2
束
海
道
五
十
三
次
之
内
品
川
川
崎
問
六
合
渡
シ
平
井
権
八

1-1
東
海
道
五
十
三
次
の
内
川
崎
騨
白
井
権
八

3
東
海
道
川
嵜
神
奈
川
間
つ
る
み
丈
八

2
束
海
道
五
十
三
次
の
内
川
崎
神
奈
川
間
生
麦
村
由
良
兵
庫

1-1
東
海
道
五
十
三
次
の
内
神
奈
川
騨
渡
守
頓
兵
衛

1-2
東
海
道
五
十
三
次
之
内
神
奈
川
お
ふ
ね

3
束
海
道
神
奈
川
程
ヶ
谷
間
志
ん
ま
ち
雁
金
文
七

1-1
東
海
道
五
十
三
次
の
内
程
ヶ
谷
騨
秘
お
か
る

3
東
海
道
程
ヶ
谷
戸
塚
間
権
太
坂
い
が
み

1-1
東
海
道
五
十
三
次
の
内
戸
塚
騨
早
野
勘
平

3
東
海
道
戸
塚
藤
沢
間
大
坂
逢
坂

2
束
海
道
五
十
三
次
之
内
戸
塚
藤
澤
間
吉
田
橋
松
若

2
束
海
道
五
十
三
次
之
内
戸
塚
藤
澤
問
鉄
炮
阪
三
日
月
お
せ
ん

1-1
東
海
道
五
十
三
次
之
内
藤
澤
小
栗
判
官

3
東
海
道
藤
澤
平
塚
間
四
ツ
家
山
帰
り

l-l
東
海
道
五
十
三
次
の
内
平
塚
萬
長
娘
お
こ
ま

1-2
東
海
道
五
十
三
次
之
内
平
塚
有
原
屋
業
平

3
束
海
道
平
塚
大
礒
間
化
粧
坂
鬼
王

2
東
海
道
五
十
三
次
之
内
平
塚
大
礒
間
曽
我
の
里
少
将

1-1
東
海
道
五
十
三
次
之
内
大
礒
と
ら

1-2
東
海
道
五
十
三
次
之
内
大
礒
十
郎
祐
成

3
束
海
道
大
礒
小
田
原
間
梅
澤
小
吾
郎
兵
衛

1-1
東
海
道
五
十
三
次
之
内
小
田
原
飯
沼
勝
五
郎

2
東
海
道
五
十
三
次
ノ
内
小
田
原
箱
根
問
曽
我
の
里
鯰
坊
主

2
東
海
道
五
十
三
次
之
内
小
田
原
箱
根
間
畑
宿
工
藤
祐
経

3
東
海
道
小
田
原
箱
根
問
西
の
川
原
月
小
夜

1-1
東
海
道
五
十
三
次
の
内
箱
根
初
花

1-2
東
海
道
五
十
三
次
ノ
内
箱
根
騨
其
二
下
部
筆
助

3
東
海
道
箱
根
三
島
間
山
中

と
ち
坊

2
束
海
道
五
十
三
次
之
内
箱
根
三
島
間
山
中
股
野
五
郎

1-1
東
海
道
五
十
三
次
の
内
三
島
お
せ
ん

版
元

改
印

摺
’

備
考

摺
大
久

｜
故
人
坂
東
三
津
五
郎

彫

辻
岡
屋
文
助

井
筒
屋
庄
吉

高
田
屋
竹
蔵
か
？

井
筒
屋
庄
吉

辻
岡
屋
文
助

上
総
屋
岩
蔵

住
吉
屋
政
五
郎

辻
岡
屋
文
助

上
総
屋
岩
蔵

辻
岡
屋
文
助

辻
岡
屋
文
助

井
筒
屋
庄
吉

高
田
屋
竹
蔵
か
？

辻
岡
屋
文
助
・
伊
勢
屋
？

上
総
屋
岩
蔵

辻
岡
屋
文
助

高
田
屋
竹
蔵
か
？

辻
岡
屋
文
助

文
正
堂

伊
勢
屋
兼
吉

張
犀
惣
助

伊
勢
屋
兼
吉

井
筒
屋
庄
吉

清
水
屋
直
次
郎

住
吉
屋
政
五
郎

井
筒
屋
庄
吉

井
筒
屋
庄
吉

玉
屋
惣
助

住
吉
屋
政
五
郎

蔦
屋
吉
蔵

辻
岡
屋
文
助

張
屋
惣
助

伊
勢
屋
兼
吉

伊
勢
屋
兼
吉

清
水
屋
直
次
郎

辻
岡
屋
文
助

伊
勢
屋
兼
吉

村
松
福
子
閏

村
田
衣
笠
子
八

村
田
衣
笠
子
八

濱
馬
込
子
九

村
松
福
子
閏

村
田
衣
笠
子
八

濱
馬
込
子
九

村
松
福
子
閏

濱
馬
込
子
九

濱
馬
込
子
九

米
良
渡
邉
子
三

村
田
衣
笠
子
八

村
田
衣
笠
子
八

米
良
渡
邉
子
三

村
田
衣
笠
子
八

米
良
渡
邊
子
三

村
田
衣
笠
子
八

濱
馬
込
子
九

村
松
福
子
十

米
良
渡
邉
子
三

村
田
衣
笠
子
八

米
良
渡
邉
子
三

村
田
衣
笠
子
八

村
田
衣
笠
子
十
二

村
松
福
子
十

村
松
福
子
六

村
田
衣
笠
子
八

村
田
衣
笠
子
八

村
田
衣
笠
子
四

村
松
福
子
十

濱
馬
込
子
九

村
田
衣
笠
子
八

米
良
渡
邉
子
三

濱
馬
込
子
九

村
田
衣
笠
子
十
二

米
良
渡
邉
子
十
一

米
良
渡
邉
子
三

彫
竹

彫
石

彫
巳
の

｜
彫
竹

｜
摺
大
久

｜
古
人
松
本
幸
四
郎

彫
千
之
助

｜
彫
竹

｜
摺
大
久

｜
古
人
岩
井
杜
若

彫
巳
の

彫
竹

彫
巳
の

摺
大
久

｜
市
川
海
老
蔵

彫
竹

坂
東
志
う
か

彫
竹

摺
大
久

市
川
団
十
郎

彫
巳
の

彫
竹

摺
大
久

坂
東
竹
三
郎

彫
竹

摺
大
久

岩
井
粂
三
郎

彫
竹

彫
多
吉

彫
竹

彫
巳
の

古
人
岩
井
紫
若

彫
巳
の

’

”寺

彫
竹

彫
竹

彫
巳
の

森
田
勘
弥

大
久
？

彫
竹

彫
竹

彫
多
吉

古
人
岩
井
半
四
郎

彫
巳
の

｜
摺
大
久

｜
古
人
瀬
川
菊
之
丞
シ
ダ
売



摺
備

考
彫

彫
巳
の

彫
巳
の

彫
竹

彫
多
吉

彫
千
之
助

彫
巳
の

彫
巳
の

資
料
名

東
海
道
五
十
三
次
の
内
三
島
金
谷
金
五
郎

東
海
道
五
十
三
次
之
内
三
嶋
沼
津
間
喜
瀬
川

（
傾
城
)喜
瀬
川

東
海
道
五
十
三
次
の
内
沼
津
荷
物
平
作

東
海
道
沼
津
原
間
小
諏
訪
勝
頼

東
海
道
五
十
三
次
之
内
沼
津
原
間
井
出
の
里
河
津
三
郎

東
海
道
五
十
三
次
の
内
原
呉
服
屋
重
兵
衛

東
海
道
五
十
三
次
之
内
原
の
二
平
作
娘
お
よ
れ

東
海
道
原
吉
原
間
元
よ
し
は
ら

白
酒
費

東
海
道
五
十
三
次
乃
内
吉
原
と
な
せ

東
海
道
五
十
三
次
之
内
吉
原
小
那
美

東
海
道
吉
原
蒲
原
問
岩
渕
女
達
磨

東
海
道
五
拾
三
次
之
内
蒲
原
金
江
谷
五
郎

東
海
道
五
十
三
次
の
内
由
井
民
部
之
助

東
海
道
五
十
三
次
の
内
由
井
志
の
ぶ

東
海
道
由
井
興
津
間
さ
っ
た
井
筒
屋
傅
兵
衛

東
海
道
五
十
三
次
之
内
沖
津
児
雷
也

東
海
道
五
十
三
次
之
内
奥
津
ノ
ー
あ
や
め

東
海
道
奥
津
江
尻
問
清
見
白
藤

東
海
道
五
十
三
次
之
内
江
尻
弥
次
良
兵
衛

東
海
道
江
尻
府
中
間
中
の
郷
お
し
ゅ
ん

東
海
道
五
十
三
次
の
内
府
中
喜
多
八

東
海
道
五
十
三
次
之
内
ま
り
子
田
吾
平

東
海
道
五
十
三
次
之
内
岡
部
六
弥
太

東
海
道
五
十
三
次
ノ
内
岡
部
騨
ノ
上
忠
度

東
海
道
五
十
三
次
之
内
藤
枝
熊
谷
直
實

東
海
道
五
十
三
次
の
内
藤
枝
相
模

東
海
道
五
十
三
次
之
内
藤
枝
源
義
経

東
海
道
五
十
三
次
之
内
島
田
阿
曽
次
郎

東
海
道
嶋
田
金
谷
間
大
井
川
傳
吉

東
海
道
五
十
三
次
の
内
金
谷
朝
顔

東
海
道
五
十
三
次
之
内
日
阪
小
早
川
帯
刀

東
海
道
日
坂
掛
川
間
本
庄
権
八

東
海
道
五
拾
三
次
ノ
内
掛
川

日
本
左
衛
門

東
海
道
五
十
三
次
の
内
袋
井
忠
信

東
海
道
五
十
三
次
の
内
見
附
志
づ
か

東
海
道
五
十
三
次
の
内
濱
松
毛
剃
九
右
衛
門

東
海
道
濱
松
舞
坂
間
鳥
居
縄
手
五
右
衛
門

東
海
道
五
十
三
次
の
内
舞
坂
小
町
屋
宗
七

版
元

改
印

辻
岡
屋
文
助

村
松
福
子
十

井
筒
屋
庄
吉

米
良
渡
邉
子
十
一

住
吉
屋
政
五
郎

濱
馬
込
子
五

清
水
屋
直
次
郎

村
田
衣
笠
子
十
二

住
吉
屋
政
五
郎

米
良
渡
邉
子
十
一

辻
岡
屋
文
助

濱
馬
込
子
五

辻
岡
屋
文
助

村
田
衣
笠
子
八

上
総
屋
岩
蔵

村
松
福
子
十

井
筒
屋
庄
吉

米
良
渡
邉
子
三

辻
岡
屋
文
助

村
田
衣
笠
子
八

モ
屋
惣
助

村
田
衣
笠
子
八

井
筒
屋
庄
吉

濱
馬
込
子
五

辻
岡
屋
文
助

村
松
福
子
六

辻
岡
屋
文
助

村
松
福
子
十

上
総
屋
岩
蔵

米
良
渡
邉
子
十
一

伊
勢
屋
兼
吉

米
良
渡
邉
子
三

住
吉
屋
政
五
郎

村
田
衣
笠
子
八

上
総
屋
岩
蔵

村
松
福
子
十

井
筒
屋
庄
吉

米
良
渡
邉
子
三

上
総
屋
岩
蔵

米
良
渡
邊
子
十
一

住
吉
屋
政
五
郎

米
良
渡
邉
子
三

井
筒
屋
庄
吉

濱
馬
込
子
五

辻
岡
屋
文
助

村
田
衣
笠
子
四

伊
勢
屋
兼
吉

濱
馬
込
子
九

辻
岡
屋
文
助

濱
馬
込
子
五

辻
岡
屋
文
助

村
田
衣
笠
子
八

辻
岡
屋
文
助

村
松
福
子
十

井
筒
屋
庄
吉

米
良
渡
邉
子
三

清
水
屋
直
次
郎

村
田
衣
笠

住
吉
屋
政
五
郎

米
良
渡
邉
子
三

住
吉
屋
政
五
郎
魚
栄
？
村
田
衣
笠
子
四

上
総
屋
岩
蔵

米
良
渡
邉
子
十
一

住
吉
屋
政
五
郎

濱
馬
込
子
五

住
吉
屋
政
五
郎

濱
馬
込
子
五

井
筒
屋
庄
吉

米
良
渡
邉
子
三

辻
岡
屋
文
助

米
良
渡
邉
子
三

モ
屋
惣
助

｜
村
田
衣
笠
子
八

辻
岡
屋
文
助

｜
濱
馬
込
子
五

輝一理－２｜ｕｌ３ｌ２ｕ一睡－３｜皿哩－３｜皿一皿一浬－３｜皿一睡－３｜ｕ－３ｌｕｕ－Ｈ哩一皿一理狸Ｈ３ｕＨ３ＨＨＨｕ３ｕ

古
人
嵐
猪
三
郎

シ
ダ
売

沢
村
長
十
郎

摺
大
久

｜
嵐
璃
寛

彫
竹

彫
石

市
川
九
蔵

古
人
市
川
團
蔵

彫
巳
の

~彫
巳
の

シ
ダ
売

古
人
瀬
川
菊
之
丞

彫
竹

ｌの寺Ｉ
彫
竹

中
山
文
五
郎

シ
ダ
売

市
川
廣
五
郎

片
岡
市
蔵

嵐
吉
三
郎

シ
ダ
売

鮒洲一”鰄一麺一鋤

摺
大
久

故
人
坂
東
三
津
五
郎

八
代
目
市
川
團
十
郎

鰄一轟一鰄一姉

摺
大
久

坂
東
志
う
か

故
人
関
三
十
郎

シ
ダ
売

古
人
松
本
錦
升

嵐
璃
寛

坂
東
志
う
か
シ
ダ
売

市
川
海
老
蔵
シ
ダ
売

榊一洲一””

古
人
市
村
竹
之
丞

彫
巳
の



備
考

岩
井
粂
三
郎

古
人
尾
上
菊
五
郎

版
元

玉
屋
惣
助

伊
勢
屋
兼
吉

玉
屋
惣
助

住
吉
屋
政
五
郎

辻
岡
屋
文
助

モ
屋
惣
助

住
吉
屋
政
五
郎

井
筒
屋
庄
吉

張
屋
惣
助

住
吉
屋
政
五
郎

井
筒
屋
庄
吉

弔
屋
惣
助

井
筒
屋
庄
吉

蔦
屋
吉
蔵

系
屋
惣
助

井
筒
屋
庄
吉

辻
岡
屋
文
助

伊
勢
屋
兼
吉

伊
勢
屋
兼
吉

上
総
屋
岩
蔵

上
総
屋
岩
蔵

伊
勢
屋
兼
吉

伊
勢
屋
兼
吉

上
総
屋
岩
蔵

伊
勢
屋
兼
吉

弔
屋
惣
助

住
吉
屋
政
五
郎

兼
屋
惣
助

井
筒
屋
庄
吉

玉
屋
惣
助

住
吉
屋
政
五
郎

井
筒
屋
庄
吉

辻
岡
屋
文
助

清
水
屋
直
次
郎

井
筒
屋
庄
吉

蔦
屋
吉
蔵

井
筒
屋
庄
吉

清
水
屋
直
次
郎

~ ~

八三八八八八三三三四四十

Ⅱ九六子子十九五子九六子九五正九五子五九十五子十子十子十五十子子十十子正十子

Ｅ子子子子子子子子子丑子子子子子子子子子子子子子丑子

笠良笠笠笠邉笠良良良笠笠笠

改込福衣米福込込衣込福衣込込込込込衣込込福渡込衣福米福米福込福米衣福福衣込福衣

馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬

松田邉松田松田田松良田松邉松邉松松邉田松松田松田

濱村村渡村濱濱村濱村村濱濱濱濱濱村濱濱村米濱村村渡村渡村濱村渡村村村村濱村村

彫

~彫
竹

摺
癖－３｜ｕ－３ｌＨｌ唾３｜皿一理－３皿一理－３｜皿一哩一３皿一理一Ｈ｜哩一３’３｜Ｈ｜理－３｜皿３ｌｕ－３ｌｕｌ３ｌＨ－ｕ一理－３Ｈ｜哩一２’３

資
料
名

東
海
道
舞
坂
荒
井
問
今
切
冨
樫
之
助

東
海
道
五
十
三
次
之
内
荒
井
騨
小
女
郎

東
海
道
荒
井
白
須
賀
問
は
し
も
と
弁
慶

東
海
道
五
十
三
次
之
内
白
須
賀
猫
塚

東
海
道
五
十
三
次
之
内
白
須
賀
因
幡
之
助

東
海
道
白
須
賀
三
川
間
山
む
ら
義
経

東
海
道
五
十
三
次
之
内
二
川
石
川
友
市

東
海
道
五
十
三
次
之
内
二
川
小
冬

東
海
道
二
川
吉
田
間
い
む
れ
忠
兵
衛

東
海
道
五
十
三
次
之
内
吉
田
之
騨
夕
霧

東
海
道
五
十
三
次
之
内
吉
田
ふ
じ
や
伊
左
衛
門

東
海
道
吉
田
御
油
間
い
な
む
ら
孫
右
エ
門

東
海
道
五
十
三
次
之
内
御
油
山
本
勘
助

東
海
道
五
十
三
次
之
内
御
油
其
二
山
本
勘
助
母

東
海
道
御
油
赤
坂
問
縄
手
梅
川

東
海
道
五
十
三
次
の
内
赤
坂
澤
井
助
平

東
海
道
五
十
三
次
之
内
赤
阪
澤
井
又
五
郎

東
海
道
五
十
三
次
之
の
内
藤
川
騨
佐
々
木
藤
三
郎

東
海
道
五
十
三
次
ノ
内
藤
川
騨
其
二
三
浦
之
助

東
海
道
藤
川
岡
嵜
間
生
田
梶
原
源
太

東
海
道
藤
川
岡
嵜
間
源
太
同
宿
梶
原
平
次

東
海
道
五
十
三
次
の
内
岡
崎
騨
政
右
衛
門

東
海
道
五
十
三
次
ノ
内
岡
崎
騨
其
二
政
右
衛
門
女
房
お
谷

東
海
道
岡
嵜
池
鯉
鮒
間
大
濱
村
千
鳥

東
海
道
五
十
三
次
の
内
池
鯉
鮒
業
平

東
海
道
池
鯉
鮒
鳴
海
間
有
松
伴
左
衛
門

東
海
道
五
十
三
次
の
内
鳴
海
人
丸

東
海
道
鳴
海
宮
間
笠
寺
お
た
つ

東
海
道
五
十
三
次
之
内
宮
景
清

東
海
道
宮
桑
名
問
名
古
や
山
三

東
海
道
五
十
三
次
之
内
桑
名
徳
蔵

東
海
道
五
拾
三
次
之
内
四
日
市
鶯
塚
大
八

東
海
道
五
十
三
次
之
内
四
日
市
額
の
小
さ
ん

東
海
道
四
日
市
石
薬
師
間
清
水
谷
清
玄

東
海
道
五
十
三
次
之
内
石
薬
師
よ
し
高

東
海
道
五
十
三
次
石
薬
師
其
二
大
工
与
四
郎

東
海
道
五
十
三
次
之
内
石
薬
師
庄
野
間
御
殿
山
武
智
光
秀

東
海
道
石
薬
師
庄
野
間
高
宮
櫻
姫

彫
巳
の

~彫
巳
の

彫
竹

彫
竹

市
川
小
團
次

尾
上
梅
幸

彫
竹

彫
朽

摺
大
久

~大
久

三
枡
大
五
郎

彫
竹

~彫
竹

摺
大
久

大
久

古
人
坂
東
三
津
右
衛
門

尾
上
多
見
蔵

迩迩迩姉
１つのＩ

古
人
中
村
歌
右
衛
門

彫
竹

嗣
子

坂
東
竹
三
郎

尾
上
菊
次
郎
シ
ダ
売

八
代
目
市
川
團
十
郎

のの

竹巳巳

彫彫彫

尾
上
菊
五
郎
シ
ダ
売

大
谷
友
右
衛
門

のの

竹巳巳

彫彫彫

摺
大
久

摺
大
久

大
久

沢
村
長
十
郎

彫
竹

彫
竹

彫
工
上
安

彫
多
吉



彫
摺

備
考

彫
工
竹
次
郎

坂
東
彦
三
郎

彫
千
之
助

彫
竹

古
人
松
本
幸
四
郎

彫
竹

彫
竹

古
人
岩
井
紫
若

彫
竹

彫
千
之
助

｜
彫
竹

｜
摺
大
久

関
三
十
郎

彫
巳
の

’
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Ｉ五十子子五子十五十子五九九子十子子九五九五子十二六子

唯子子子子子子子子子子子子子子子丑子

笠笠笠笠良良笠笠笠

改込福衣衣込衣福込福衣込込込米福米衣込込込込衣福福松衣

馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬村

松田田田松松田邉松邉田田松松田

濱村村村濱村村濱村村濱濱濱渡村渡村濱濱濱濱村村村福村

版
元

住
吉
屋
政
五
郎

文
正
堂

伊
勢
屋
兼
吉

伊
勢
屋
兼
吉

住
吉
屋
政
五
郎

住
吉
屋
政
五
郎

住
吉
屋
政
五
郎

井
筒
屋
庄
吉

井
筒
屋
庄
吉

壬
屋
惣
助

井
筒
屋
庄
吉

井
筒
屋
庄
吉

弔
屋
惣
助

伊
勢
屋
兼
吉

住
吉
屋
政
五
郎

伊
勢
屋
兼
吉

辻
岡
屋
文
助

辻
岡
屋
文
助

伊
勢
屋
兼
吉

井
筒
屋
庄
吉

住
吉
屋
政
五
郎

住
吉
屋
政
五
郎

蔦
屋
吉
蔵

上
総
屋
岩
蔵

辻
岡
屋
文
助

辻
岡
屋
文
助

資
料
名

東
海
道
五
十
三
次
の
内
庄
野
中
野
藤
兵
衛

東
海
道
五
十
三
次
之
内
庄
野
亀
山
問
森
下
堀
の
蘭
丸

東
海
道
五
十
三
次
之
内
亀
山
藤
川
水
右
衛
門

東
海
道
五
十
三
次
之
内
亀
山
騨
其
二
石
井
兵
助

東
海
道
五
十
三
次
の
内
関
小
ま
ん

東
海
道
五
十
三
次
之
内
關
伊
達
の
与
作

東
海
道
五
十
三
次
之
内
關
坂
の
下
問
筆
捨
山
狩
野
寄
之
介

東
海
道
五
十
三
次
の
内
阪
の
下
次
郎
蔵

東
海
道
五
十
三
次
之
内
坂
之
下
土
山
間
鈴
鹿
峠
鬼
神
於
松

東
海
道
坂
下
土
山
間
猪
の
鼻
勘
平

東
海
道
五
拾
三
次
之
内
土
山
阿
漕
平
治

東
海
道
五
十
三
次
之
内
土
山
水
口
間
松
ノ
尾
松
王
丸

東
海
道
土
山
水
口
間
お
ほ
の
定
九
郎

東
海
道
五
十
三
次
之
内
水
口
長
右
衛
門

東
海
道
五
十
三
次
之
内
水
口
石
部
間
梅
の
木
村
梅
王

東
海
道
五
十
三
次
之
内
石
部
お
は
ん

東
海
道
五
十
三
次
之
内
石
部
ノ
ー
幸
右
衛
門

東
海
道
五
十
三
次
之
内
石
部
草
津
間
八
重
里
桜
丸

東
海
道
五
十
三
次
乃
内
草
津
騨
鬼
若
丸

東
海
道
五
十
三
次
之
内
草
津
大
津
問
烏
井
川
金
棒
引

東
海
道
五
十
三
次
之
内
大
津
又
平

東
海
道
五
十
三
次
之
内
大
津
又
平
女
房
お
と
く

東
海
道
五
十
三
次
之
内
大
津
京
間
大
谷
村
菅
丞
相

東
海
道
大
津
京
間
薮
の
下
清
玄

東
海
道
五
拾
三
次
之
内
京
石
川
五
右
衛
門

東
海
道
五
十
三
次
の
内
京
真
柴
久
吉

錨一ｕｌ２ｌＨ－哩一皿一理－２｜ｕ－２ｌ３ｌｕｌ２ｌ３ｌＨ－２ｌｕ－哩一２ｌＨ－２ｌｕ一理－２’３｜皿一理

市
川
小
團
次

彫
巳
の

~ 彫
巳
の

｜
沢
村
長
十
郎

｜
摺
大
久

｜
岩
井
粂
三
郎
シ
ダ
売

彫
竹

彫
巳
の

彫
巳
の

彫
竹

彫
巳
の

彫
竹

彫
千
之
助

彫
竹

彫
竹

彫
竹

ｌ『ぬＩ
嵐
吉
三
郎

故
人
中
村
梅
玉

大
久

故
人
中
村
歌
右
衛
門

彫
巳
の

~彫
竹

役
者
名
に
つ
い
て
は
ま
だ
研
究
が
不
十
分
な
た
め
、
備
考
欄
に
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
名
前
を
記
す
の
み
と
し
た
。
こ
の
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
お
も
に
以
下
の
文
献
、
HPを

参
考
に
し

た
。
な
お
、
摺
師
に
つ
い
て
は
同
じ
作
品
で
も
、
も
の
に
よ
っ
て
名
前
の
記
載
が
あ
る
も
の
と
、
な
い
も
の
と
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
た
め
、
一
点
で
も
確
認
で
き
れ
ば
そ
の
名
を

記
し
た
。

註文
献

『
三
代
豐
国
に
よ
る
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
』
平
木
浮
世
絵
財
団
・
リ
ッ
カ
ー
美
術
館
、
一
九
七
八
年
。
長
田
幸
徳
『
三
代
豊
国
作
品
目
録
錦
絵
篇
』
二
○
○
一
年
。

『
東
海
道
広

重
美
術
館
館
蔵
品
総
合
図
録
』
東
海
道
広
重
美
術
館
、
二
○
○
二
年
。

『
砂
子
の
里
資
料
館
レ
ポ
ー
ト
」
一
九
、
二
○
号
、
二
○
○
三
年
。

『
浮
世
絵
展
広
重
・
三
代
豐
国
ら
の

描
く
街
道
風
景
」
草
津
宿
街
道
交
流
館
、
二
○
○
四
年
。

HP国
立
国
会
図
書
館
(http://www.ndl.go.jp/)

東
京
都
立
中
央
図
書
館
(http://www.library.metro.tokyo.jp/12/)



図2東海道五十三次の内川崎騨白井権八

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵

図1 東海道五十三次之内品lll 川崎間六合渡シ平井権八

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵

図4東海道五十三次の内川崎神奈川間生麦村由良兵庫

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵

図3東海道川嵜神奈川間つるみ丈八

神奈川県寸歴史博物館丹波コレクション

－52－
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図6東海道五十三次之内神奈川おふれ

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵

図5東海道五十三次の内神奈川騨渡守頓兵衛

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵
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図7東海道神奈川程ヶ谷間志んまち雁金文七

神奈川県立歴史博物館丹波コレクション

図8東海道五十三次の内程ケ谷騨娩おかる

神奈川県寸歴由博物館丹波コレクション
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図10東海道五十三次の内戸塚驍早野勘平

神奈川県方歴史博物館丹波コレクション

図9東海道程ヶ谷戸塚間権太坂いがみ

神奈川県方歴史博物館丹波コレクション

図12東海道五十三次之内戸塚藤澤間吉田橋松若

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵

図11東海道戸塚藤沢問大坂逢坂

神奈川県立歴史博物館丹波コレクション
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図13東海道五十三次之内戸塚藤澤間鉄炮阪三日月おせん

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵
図14東海道五十三次之内藤澤小栗判官

神奈川県方廉密博物館丹波コレクション

図16東海道五十三次の内平塚萬長娘おこま 図15東海道藤澤平塚間四ツ家山帰り
東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵 東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵
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図18東海道平塚大礒間化粧坂鬼王

神奈川県寸歴史博物館丹波コレクション

図17東海道五十三次ノ内平塚有原屋業平

神奈川県方歴史博物館丹波コレクション

図20東海道五十三次之内大礒とら

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵
図19東海道五十三次之内平塚大礒間曽我の里少将

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵
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図21東海道五十三次之内大礒＋郎祐成

神奈川県立歴史博物館丹波コレクション

図22東海道大礒小田原問梅澤小吾郎兵衛

神奈川県寸歴史博物館丹波コレクション

図23東海道五十三次之内小田原飯沼勝五郎

神奈川県方歴史博物館丹波コレクション

図24東海道五十三次ノ内小田原箱根間曽我の里鯰坊主

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵
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図26東海道小田原箱根間西の川原月小夜

神奈川県寸歴史博物館丹波コレクション

図25東海道五十三次之内小田原箱根問畑宿工藤祐経

東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵
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図28東海道五十三次ノ内箱根駅其二下部筆助

神奈川県立歴史博物館丹波コレクション

図27東海道五十三次の内箱根初花

神奈川県立歴史博物館丹波コレクション
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